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1.　緒　　　　言

　近年，地球温暖化防止を促進するために二酸化炭素排

出削減と省エネルギーに貢献する技術革新が求められてい

る．民生・産業分野にまたがって冷房空調用電力の需要

は増加する一方であり，昼間の電力ピークカットを行う

ために夜間電力を利用した蓄熱技術の開発が進められてき

た．氷蓄熱システムは昼間の電力ピークカットに貢献する

が，冷房空調に必要な温度 （ 7～ 12℃ ） に対して
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達し，20時間で 150 MJ/m3 に至った．10時間での蓄熱密

度は目標の 93％であり，さらに増加過程にあることから，

熱伝達の改良による目標到達の見込みを得た．

　蓄熱材の過冷却解除前は顕熱蓄熱量が全蓄熱量となるが，
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伝熱コイル設置式とした．図に示すシステムは昼間の追


